
　

道
後
温
泉
を
ア
ー
ト
で
彩
る
「
道
後
オ
ン
セ
ナ
ー
ト

２
０
１
８
」
に
参
加
す
る
現
代
美
術
家
・
大
巻
伸
嗣
さ
ん
、
写
真

家
・
浅
田
政
志
さ
ん
が
３
月
30
日
に
市
を
訪
問
し
、
作
品
へ
の
思

い
を
語
り
ま
し
た
。

　
９
月
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
、
平
成
30
年
４
月
14
日
に
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
す
る
「
道
後
オ
ン
セ
ナ
ー
ト
２
０
１
８
」
コ
ン
セ
プ
ト

テ
ー
マ
は
「
ア
ー
ト
に
の
ぼ
せ
ろ
」
。
約
20
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
参
加
を
予
定
し
て
お
り
、
今
回
来
松
し
た
２
人
の
ほ
か
彫
刻

家
・
三
沢
厚
彦
さ
ん
、
写
真
家
・
梅
佳
代
さ
ん
、
作
家
・
演
出

家
・
画
家
の
大
宮
エ
リ
ー
さ
ん
の
参

加
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
作
品
の
構

想
を
大
巻
さ
ん
は
「
町
を
全
く
違
っ

た
空
間
に
見
せ
た
い
」
、
浅
田
さ
ん

は
「
道
後
温
泉
本
館
を
大
勢
で
囲
ん

だ
写
真
を
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
、

野
志
市
長
は
「
温
泉
に
訪
れ
た
人
が

わ
く
わ
く
し
、
の
ぼ
せ
て
も
ら
え
た

ら
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

道
後
オ
ン
セ
ナ
ー
ト
実
行
員
会
事

務
局
（
道
後
温
泉
事
務
所
内
）
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全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
３
月
23
日
、
地
域
の
在
宅
医
療
を
担
う
市

医
師
会
、
市
歯
科
医
師
会
、
松
山
薬
剤
師
会
と
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
推
進
に
関
す
る
連
携
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
締
結
式
で
市
医
師
会
の

村
上
会
長
は
「
よ
り
よ
い

社
会
保
障
の
た
め
に
市
や

各
団
体
が
目
標
や
情
報
を

共
有
し
連
携
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
野
志
市
長
は
「
誰
も

が
笑
顔
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
う
え
で
、
今
回
の
締
結

は
と
て
も
心
強
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

介
護
保
険
課
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松
山
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
え
ひ
め
国
体
・
え

ひ
め
大
会
へ
の
協
賛
を
受
け
３
月
26
日
、
愛え

顔が
お

つ
な
ぐ

え
ひ
め
国
体
・
え
ひ
め
大
会
松
山
市
実
行
委
員
会
か
ら

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
協
賛
は
昭
和
56
年
の
結
成
以
来
、
地
域
に
根

差
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

福
祉
活
動
に
取
り
組

む
同
ク
ラ
ブ
の
結
成

35
周
年
を
記
念
し
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
の
髙
橋

会
長
か
ら
目
録
を
受

け
た
野
志
市
長
は
え

ひ
め
国
体
・
え
ひ
め

大
会
へ
の
協
力
、
協

賛
に
感
謝
の
意
を
述

べ
ま
し
た
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
推
進
課
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高
齢
者
へ
の
支
援
充
実
へ

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

推
進
へ
の
連
携
協
定
を
締
結

【対象】世帯主が次のいずれかに該
当し、資産などの活用を図っても、
その生活が著しく困難である世帯▶
震災、火災などにより死亡、もしく
は重度の障がいを受けた、または資
産に重大な損害を受けた▶干ばつ、
冷害などで農水産物が不作、不漁と

国保加入者の医療費一部負担金の免除・減額など

【日程・内容】下表のとおり
【会場】いきがい交流センターしみ
ず（清水町三丁目）
※駐車場はありません。公共交通機
関、バイク、自転車などでお越しく
ださい

【対象】市内に居住する60歳以上や
その家族などで、全９回講座を受講
できる人

【定員】20人（抽選）
※第６・７回目の認知症に関する講

座のみ、市内に居住する小学５年生
以上の児童および学生も参加可。
30人（抽選）

【料金】無料
【申し込み】５月26日㈮（必着）。
はがきで「いきいき未来学講座希
望」と明記し、住所、氏名（ふりが
な）、年齢、電話番号、応募動機を
〒790-0823清水町三丁目15市社
会福祉協議会・いきがい交流セン
ターしみずへ

いきいき未来学講座

【内容】はがき裏面に絵や
言葉などを自由に表現して
ください。はがきサイズの
用紙であれば可

【対象】市内に在住または
通学の小学生以下
※過去に入賞された人は応
募できません

【申し込み】７月14日㈮
（必着）。直接または郵
送。はがきで住所、氏名、
年齢、学校名、電話番号を
〒790-8571水資源対策課
（市役所本館５階）へ

水資源対策課 948 -
6948・ 934-1886

水への絵はがきを募集します
締め切りは７月14日㈮（必着）

野志市長（右）に構想を語る現代美術家・大巻
伸嗣さん（中央）と写真家・浅田政志さん（左）

 

連携協定を締結した市歯科医師会・石﨑会
長、野志市長、市医師会・村上会長、松山
薬剤師会・鴻海会長（左から）

 

【日程】６月21日㈬～８月２日㈬
10時30分～12時

【会場】総合コミュニティセンター
（湊町七丁目）大会議室

【内容】歴史、健康、生活、体験談
などをテーマとした文化講座

【対象】市内に在住または通勤・通
学している人

【定員】100人程度（抽選）
【料金】2,000円（全６回分。初回
に集金し返金不可）

【申し込み】６月２日㈮（必着）。
往復はがきに住所、氏名（ふりが
な）、年齢、電話番号を〒790-
0012湊町七丁目5市総合コミュニ

ティセンター「カルスポカレッジ」
係へ

総合コミュニティセンター
921-8222・ 931-3304

平成29年度カルスポカレッジ第１部
６月２日㈮（必着）までに申し込みを

 

 

 

№ 日　程 時　間 内　容（予定）
１ ６月14日㈬

９時30分～11時30分

住み慣れた地域で自分らしい暮らしを
２ 　　21日㈬ 介護保険で未来をデザイン
３ 　　28日㈬ ストップ！詐欺被害
４ ７月５日㈬ 知って安心！成年後見制度
５ 　　12日㈬ 財産管理と遺言について

６ 　　15日㈯ みんなで学ぼう認知症①
～認知症を正しく知ろう～

７ 　　16日㈰ みんなで学ぼう認知症②
～認知症の方の心によりそうために～

８ 　　19日㈬ ９～12時 終活①～人生の振り返り～
９ 　　26日㈬ ９時30分～11時30分 終活②～エンディングノートの作り方～

　国民健康保険加入者が、災害や
失業などにより医療費の支払いが
困難になった場合、事前申請によ
り医療機関での一部負担金の支払
いを免除または減額・猶予するこ
とができます。

なり収入が減少した▶事業の休廃
止、失業などにより収入が著しく減
少したなど
※保険料の滞納がある人は不可。た
だし、分割納付の履行中または誓約
書を提出した場合を除く

【申し込み】直接、国民健康保険
証、印鑑、収入を証明できるもの、
預貯金などの資産および家賃を確認
できるものを国保・年金課（市役所
別館３階）へ

国保・年金課 948-6361・
934-2631

道
後
オ
ン
セ
ナ
ー
ト
２
０
１
８

参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
意
気
込
み
語
る

松
山
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

協
賛
に
感
謝
状
を
授
与

髙橋会長に感謝状を贈る野志市長

　私たちの生活に欠かすことのできない
「水」。でも、つい無意識に使ってしまう
ことも。そんな「水」に対する思いを表現
した絵はがきを募集します。入賞者には表
彰式（別途連絡）で記念品を贈呈します。

平成28年度最優秀賞　乃万　直美さん

日程 演　　　　題

６月21日 心を豊かにする絵画鑑賞
～名画から読み解く明治維新～

　　28日 松山の飛鳥・奈良時代～久米・
来住廃寺のルーツを求めて

７月５日 今年こそ『坊っちやん』を
読む！

　　12日 イキイキ脳トレ！

　　19日 若さを保つ秘訣とは

８月２日 時間栄養学に基づくスポー
ツ栄養

市社会福祉協議会・いきがい交流センターしみず ・ 923-1355

（3）2017（平成29）年5月15日号


